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Household Consumption in a Fukui Prefecture Mountain 
Village during the Period of Rapid Economic Growth
A Context Analysis of Economic Activities
This paper investigates the production activities and household consump-
tion patterns of a single household during Japan’s postwar period of rapid economic 
growth. In order to delineate their modes of livelihood and consumption, I analyzed 
a diary that includes income and expense data during the year 1963. It was written 
by the husband and wife of a household (A) involved in shifting cultivation in a Fu-
kui prefecture village.
As a result, three key points were determined: First, the division of family la-
bor was specialized in order to earn cash income. Second, their pattern of consump-
tion relates to the macro-scale political economy as seen in examples of shopping 
that depended on unemployment insurance payment cycles, choices of services and 
entertainment, and the way to spend time on New Year’s Eve. Third, consumption 
practices were embedded in local social relationships, especially family, as seen in 
the examples of the consumption of both ritual foods and novel foods as well as 
trips made to shop in larger urban center.
These results suggest that studies of “economy” within folklore ought to pay 
more attention to modes of consumption. By doing so, researchers can focus on in-













































































本論文は全 6 章からなり、第 2 章で調査地と資料の概要、第 3 章で家計収支と生産の家族内分
















次に、資料とする A 家日記の様式と記載について検討する。A 家は 1963 年当時、水田 1 反 4 畝、
畑 4 畝、山林 5 反を所有し（4）、家族構成員は夫 43 歳（1920 年生まれ）、妻 36 歳（1927 年生まれ）、
母（姑）66 歳（1897 年生まれ）、長男 14 歳（1949 年生まれ）、長女 11 歳（1952 年生まれ）、次
男 8 歳（1955 年生まれ）の 3 世代 6 人家族であった。日記の書き手は夫と妻で、3 月中旬～ 10
月下旬は夫が書き、夫が出稼ぎ期間中（10 月中旬～ 3 月中旬）は妻に交代した。
図 2 は、A 家日記の様式を示したものである。日記は雑誌「家の光」付録の家計簿に記されて
いるが（5）、その様式は「家の光」が意図した使用方法には全く従っていない。用意されているフォー










［事例 1］一人山へ。午前中だけ木を割り、昼食に家へ帰り、はさばを作る。前の H の田に。
妻は午前中くわ谷でかぶらすぐりをして、後は、はさば作り。夕方六時半に終る。夕食後 D
で寺の集会。寄付金千円。国保から体温計をもらう（9 月 5 日（木曜）・夫）
1 日の出来事が時系列で記され、行った仕事や起きた出来事は「朝食前」「午前」「午後」「夕食後」
などと大まかに区切られている。事例 1 のように淡々とした記述が多いが、母と夏休み中の 3 人
の子供が敦賀へ 4 泊 5 日で海水浴に出かけているときは、夫が「帰てもだれもおらずさみしい」







い。収入から検討すると、収入の合計は 628,300 円であり、その内訳は炭焼きが約 58％、出稼ぎ
が失業保険含め約 28％、焼畑による赤カブ販売が約 10％、その他約 4％であった（表 1）。
図 2　A 家日記の様式
















焼畑は 8 月に火入れを行い、初年度は赤カブを播く。赤カブは 10 月中旬～ 12 月にかけて収穫
され、大野市街の七間町で開かれる朝市において販売された。大野市街では真っ赤なカブの漬物
が正月の縁起物として重宝されており、自動車やバスがなかった時代は、女性たちが朝 3 時に
10 貫程度（約 40kg）の赤カブを背負って出発し、徒歩で約 13km の峠道を越えて大野市内の朝
市に出荷していた。1963 年には A 家は自家用車を所有しておらず、自家用車を持つ村人に乗せ
てもらったり、バスを利用したりすることもあれば、徒歩で出荷することもあった。
次に支出について検討する（表 2）。支出の合計は 477,030 円であり、収入の約 76％にあたる。
まず、炭焼きにかかる費用が 57,055 円（約 12％）と最多であり、前述した「鉄さく」のワイヤー
に 23,000 円を筆頭として、炭切機や出荷用俵の購入にあてられていた。さらに米（6 俵半）の購
入に 36,500 円（8％）、娯楽費に 27,727 円（約 5.8％）、教育費に 25,264 円（約 5.2％）、贈答や宗
教行事における交際費に 17,418 円（約 3.6％）、子供 3 人の小遣いに 12,420 円（約 2.6％）があて
られていた。なお、第 4 章で取り上げる福井市街での夫の買い物と大野市街における妻の買い物




で毎回 100 円程度の支出として出現する。興味深いものとしては表 2 の「耕運機」があり、6
月 9 日に耕耘機を他世帯からレンタルした際のものである。この日の支出欄には「M3 時間半　
2975」「K4 時 10　3330」「Y30 分　425」という記述がみられ、M 家と Y 家からは 1 時間 850 円、
K 家からは 1 時間 800 円のレンタル料で耕耘機を借りていたことがわかる。なお K 家からのレ
ンタル料が M 家と Y 家に比べて若干安いのは、K 家が妻の実家だからであると推察される。
（２）家族内分業
表 3 は日記中の各作業の登場回数をカウントし、夫と妻の労働投下量を近似的に示したもので
ある。これに基づき、まず夫の作業の特徴を述べる。10 月中旬～ 3 月中旬までは京都市伏見区
の酒屋に出稼ぎし、精米に従事した。3 月中旬～ 5 月は、稲作、畑作、植林など複数種の作業を
行った。3 月は比較的多く休みや遊び（他世帯との「お茶のみ」、3 月末の京都・奈良への家族旅
行）がみられた。4 月は他家の屋根ふきや家の新築への手伝いがみられた。6 月上旬～ 10 月中旬
45
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まで、村の共同作業や焼畑作業、8 月 28 日の炭焼き組合の遠足を除き、毎日炭焼きの作業を行っ
た。焼畑の伐採（野刈り）、火入れ（野焼き）は、7 ～ 8 月に炭焼き作業の間を縫って行った。
次に妻の作業の特徴に注目する。1963 年はいわゆる 38 豪雪の年であったため、 1 ～ 3 月は「雪
なぶり」「雪おろし」など雪かき作業が多かった。一方で、冬季のため農作業や山仕事はみられ
ず、針仕事などの室内作業や、近所との「お茶のみ」なども多く、2 月は縄ないや藁仕事が目立
つ。 5 ～ 10 月は夫と共同で炭焼き作業を行うことが多いが、後述する通り、妻単独で農作業を
担うこともあった。11 月中旬～ 12 月下旬は、赤カブの収穫、出荷準備、大野朝市での販売に従
事し、合間を縫って畑仕事や、かやかき、山いも堀りを行った。
表 3 からわかるように夫婦ともに群を抜いて炭焼きへの労働投下が多く、現金収入の 58％を
占める炭焼きに多大な労力を費やしていた様子が理解できる。ただし、日記における炭焼き作業
の登場回数は夫より妻の方が 20 回ほど少なく、その 20 回分は妻による畑への施肥や水田の草取








さらに、母は宗教行事への参加も一部担っていた。炭焼き繁忙期である、8 月 25 日の記述を
みてみよう。
［事例 2］第五回目の炭出し日。日曜で t（長男：筆者註）も来て三人で五八俵作って帰る。


















項目 金額 項目 金額
木炭関係費 57,055 油屋払 9,000
米（6 俵半） 36,500 耕運機 6,370
失保買物 34,738 薬屋 6,200
娯楽 27,727 肥料 5,890
V 払 2 回※ 27,500 母に渡す 5,800
教育 25,264 X 払 5,800
切符・盛割※※ 24,587 年貢 4,300
かぶら売買物 24,211 妻病院 4,265
W 払 2 回 23,888 テレビ受信料 3,960
山 21,140 手間代 3,000
交際 17,418 Z 払 2,160
子供小使 12,420 その他 88,218

















ば 9 月 13 日には「赤飯の食事」という記述があるが、この日は味見河内地区の氏神である住吉














畑仕事 0 2 2 0 0 0 0 0 4
炭焼き 0 0 9 21 26 28 30 19 133
焼畑作業 0 0 0 0 2 4 0 0 6
林業 0 2 7 2 1 3 0 0 15
フキ等採取 0 0 1 0 0 0 0 0 1
雪かき 1 0 0 0 0 0 0 0 1
共同作業 0 7 1 3 1 0 0 0 12
失業保険受給 1 5 4 4 1 0 0 0 15
お茶のみ・遊び 8 0 0 0 0 1 0 0 9
妻 月
仕事 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 合計
田仕事 0 0 0 2 6 2 1 1 6 1 0 0 19
畑仕事 0 0 1 6 1 2 5 4 1 1 4 0 25
炭焼き 0 0 0 0 5 17 20 21 19 25 5 0 112
焼畑・赤カブ売り 0 0 0 0 0 0 2 5 3 0 19 20 49
林業 0 0 0 2 4 0 3 2 0 0 0 0 11
フキ等採取 0 0 0 0 2 3 0 0 0 0 0 0 5
山芋掘り 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 2 0 7
雪かき 9 7 2 0 0 0 0 0 0 0 1 3 22
かやかき 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 5
藁仕事・縄ない 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12
針仕事・ミシン 3 1 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 11
共同作業 0 2 0 0 4 1 0 1 2 0 0 0 10
失業保険受給 2 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 7
お茶のみ・遊び 4 4 6 0 0 1 0 0 1 0 0 1 17




が多い。典型的な儀礼食である「ぼたもち」「おはぎ」の例をみてみよう。1963 年当時中学 3 年
生であった長男は、積雪で通学不可能となる冬季のみ中学校で寄宿舎生活をし、週末に帰宅して
いた。長男が帰宅したとき、妻が「すし」や「うどん」と並んで作っていたのが「ぼた餅」「お
はぎ」であり、例えば 3 月 10 日には「t（長男）のごちそうにおはぎ」という記述がある。また
5 月 21 日には村内の親戚 H 家から「ぼた餅をもら」っているが、これは翌日妻が H 家の田植を
手伝いに行ったことと関連していると推察される。さらに、11 月 2 日の夕食は「ぼた餅」であり、




月日 曜日 書き手 記述（一部を抜粋している）
1 月   5 日 土 妻 オムライスをするので i さん（村内の友人：筆者註）をよんでやる
1 月   7 日 月 妻 t（長男：筆者註）のためにぜんざいをして食べる。十時半ごろご飯と食べ十一時に t は出ていく
1 月 14 日 月祝 妻 夜はお寺にまいる。ぜんざいがとてもおいしかった




1 月 18 日 金 妻 D から鳥を一羽わけてもらったので料理を D に行って教わり作る
1 月 23 日 水 妻 婦人会の役員だけ U さん（村一番の有力者：筆者註）へおよばれに行く。かしわのすきやきでとてもおいしい。トランプをしたりぜんざいを食べたりして五時ごろまで遊ぶ
1 月 31 日 木 妻 夕食はちゃわんむしをした
2 月   2 日 土 妻 天気が良いので又雪はこびをする。今は午後から N（村内の親戚：筆者註）の子らが三人来てくれたので、とてもたすかった。夕食はすきやきをごちそうしてやる
2 月   3 日 日 妻 雪はやまないが、子供達はまじめに仕事をする。八人が一日中したのでどうやらうしろの屋根が出た。夕食はみんなでカレーライスを食べた
2 月 20 日 水 妻 昼過ぎ餅をつく。明日のお弁当に
2 月 26 日 火 妻 お茶のみだったが私は H（村内の親戚：筆者註）は行く。今日はなわのいをやめて針仕事をした。E や F も来てにぎやかな一日。やきまんじゅうを作って食べた。草餅を作る
3 月   2 日 土 妻 私は針仕事。夕方 t（長男：筆者註）が帰って来た。y（次男：筆者註）や m（長女：筆者註）は大喜び。夕食はオムライスを作る
3 月   9 日 土 妻 夕方 t（長男：筆者註）が帰ってきたので夕食はうどんを作る
3 月 10 日 日 妻 t（長男：筆者註）のごちそうに朝おはぎを作る




5 月 17 日 金 夫 妻は明日 t（長男：筆者註）の遠足なので、すし作り
5 月 21 日 火 夫 H（村内の親戚：筆者註）からぼた餅をもらう
6 月   1 日 土 夫 田休みだったが山へ二人で。妻は六時に、私は七時に帰る。F から鳥を一羽もらって焼鳥する。ビールものむ
6 月   3 日 月 夫 城町（福井市街の地名：筆者註）へ昨日とってきたフキをもっていき、ライスカレーをごちそうになる
6 月 17 日 月 夫 母の誕生日で鯛を買ってきた。米糠を Y で玉子と交換してもらう
8 月   4 日 日 夫 夕食にヒヤコーとビール小びん
8 月   6 日 火 夫 すいかを食た
9 月 13 日 金 夫 朝早く朝食をもって二人で山へ木切り。午後に帰り（中略）お宮へまいる。y（次男：筆者註）は角力を取り二十円。赤飯の食事。分校で映画
9 月 20 日 金 夫 夕食にはサンマで八つ百円
11 月   2 日 土 妻 夕食はぼた餅がしてあった。とてもおいしい
11 月   9 日 土 妻 夕食はおはぎでとてもおいしい
11 月 26 日 火 妻 夕食はカレーでとてもおいしい
12 月   9 日 月 妻 山まつりで町はおやすみ。おひるは餅つき
12 月 17 日 火 妻 朝から小学校へ研修会に行く。昼食は学校で子供達が食べる給食があたった。パン、ミルク、カレーなどがありとてもおいしかった
12 月 25 日 水 妻 t（長男：筆者註）は Q へクリスマスパーティに行く。家ではみんなケーキを食べる
12 月 30 日 月 妻 L からたくさんそばをもらってとてもおいしかった
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高度経済成長期の山村における消費（辻本）
して鶏肉に注目すると、鶏肉が日記に登場するのは年にわずか 4 回だけである。そのうち 2 回は
6 月 1 日の「田休み」（一般にいうサナブリ）、12 月 9 日の「山まつり」という村レベルの年中行
事であり、田休みで食べた鶏肉は村内有力家から「もらって」焼き鳥にし、かつビールも一緒に
飲んでいる。1 回は 1 月 23 日に妻を含む婦人会の役員が村一番の土地持ちの家に「およばれ」し、
「かしわのすきやき」をごちそうになった時である。残りの 1 回、2 月 2 日は、雪下ろしを手伝っ
てくれた親戚の子供たちへのお礼を込めて、すきやきを「ごちそう」している。
献立の例として、カレーライスに注目する。11 月 26 日のように妻がカレーライスを食する時
は出稼ぎに行った夫を除く家族と一緒で、2 月 3 日のように雪かきを手伝ってくれた親戚の子供
たちが加わることもあった。また、12 月 17 日のように学校での研修会に参加し、給食のカレー
ライスを食べたこともあった。一方、夫の記述に「ライスカレー」が出てくるのは 1 回だけで、
それは失業保険受給のため 6 月 3 日に 1 人で福井市街へ行き、そのついでに知人に「ごちそうに
な」った時である。
最後に嗜好品の例として、ビールに注目する。ビールは 6 月 1 日と 8 月 4 日の 2 回のみ出現し、
6 月 1 日は「田休み」である。8 月 4 日は年中行事との関係は認められないが、前後数日の記述







尾 J へもって行く（4 月 23 日（火曜）・夫）
事例 3 の「失保」とは失業保険のことである。夫は半年間出稼ぎをしていたため、1947 年か
ら施行された失業保険法にのっとり、3 ヶ月間は福井市街にある職業安定所で失業保険金を受給





子供たちの服の他、6 月 17 日は妻の靴と「母の誕生日」のための鯛（表 4）を購入している。
一方、大野市街で買い物を行っていたのは、妻である。妻の買い物の事例をみてみよう。
［事例 4］私と m（長女：筆者註）は朝四時におきて町へ、  t（長男：筆者註）と y（次男：筆者註）
は二番のバスで行く。今日はとてもたくさん行ったので中々売れなかったが高く売れる。山
いもが八百メで 950 円。子供達のほしい物が半分も買えないが、たくさんお金はつかった。
帰りは歩いて、t は I とバスで帰る。ひどいしもがふっていた（11 月 17 日（日曜）・妻）
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事例 4 の「町」は大野市街のことである。妻は 10 月中旬から 12 月下旬まで、焼畑で栽培した
赤カブを山を越えた先の町場である大野の朝市で売り、ついでに買い物をしていた。表 5 によれ
ば、妻の買い物は夫に比べると食品の割合が高く、うどん、リンゴ、菓子など同じものを購入す
る傾向があった。外食は 25 回中 1 回に限られ、その 1 回は休日に子供たちと一緒に赤カブ売り
表 5　夫と妻の町場での買い物（単位：円）
福井市街での夫の買い物
月日 曜日 食品 衣服 雑貨 昼食 バス代 小遣い その他 不明 合計 備考
3 月 30 日 土 340 160 310 810 「雑貨」のうち 240 円は百貨店（だるま屋）で購入したヤカンとネクタイ
4 月   2 日 火 17 420 198 320 955 「雑貨」のうち 130 円は長男のメガネ、「衣服」420 円は次男のシャツ
4 月   9 日 火 250 680 1,095 140 2,165 「衣服」680 円は次男のパジャマ
4 月 16 日 火 375 780 855 60 230 2,300 「衣服」のうち 480 円は長男のジーパン、「雑貨」のうち 95 円は天ぷら鍋
4 月 23 日 火 460 525 325 3,000 4,310 「食品」は魚（サバ、コナゴ、シジミ）、土産、パン、焼きまんじゅう
4 月 30 日 火 210 1,140 55 280 750 2,435 「食品」のうち 128 円は塩鱈
5 月   6 日 月 493 165 335 60 310 510 1,873 「食品」は小魚、飴、ソーセージ
5 月 13 日 月 895 10 30 310 1,245 「食品」は塩鱒、海苔、カンピョウ、高野豆腐、ガム、パン、氷砂糖
5 月 20 日 月 230 880 270 1,380 「雑貨」のうち 480 円は夫の靴
5 月 27 日 月 391 300 60 320 1,071 「衣服」300 円は山仕事用のズボン
6 月   3 日 月 231 300 300 80 911 「食品」のうち 60 円はラーメン、「雑貨」のうち 80 円はハンカチ 3 枚
6 月 10 日 月 260 380 85 310 60 1,095 「食品」は海苔、佃煮、パン、ソーセージ、バナナ
6 月 17 日 月 650 不明 140 790 「雑貨」650 円は妻の靴
6 月 24 日 月 190 380 600 270 450 30 1,920 福井市街で長男と合流したため、バス代と昼食代は 2 人分
7 月   1 日 月 150 360 1,550 95 280 400 95 2,930 「その他」は医療費（骨接ぎ）
合計 4,152 4,225 7,718 875 4,155 400 4,665 26,190
平均 319 528 594 97 297 400 583 1,746
大野市街での妻の買い物
月日 曜日 食品 衣服 雑貨 昼食 バス代 小遣い その他 不明 合計 備考
11 月 12 日 火 315 135 450 「食品」はリンゴ、コーヒー、おかず、パン、魚
11 月 13 日 水 257 300 110 135 802 「食品」はリンゴ、コーヒー、さつまあげ。「衣服」は長女の靴下
11 月 17 日 日 455 300 1,165 200 2,120 「食品」はパン、菓子、うどん、魚。「不明」は「きれくず」
11 月 19 日 火 330 460 150 280 1,220 「その他」は傘修理
11 月 21 日 木 60 640 60 760 「衣服」は山着
11 月 23 日 土 1,864 510 2,374 「小遣い」は長男 1000 円、長女 200 円、次男200 円
11 月 24 日 日 400 400 1,600 2,400 「雑貨」は手袋（2 人分）。
11 月 26 日 火 393 125 518 「食品」はコーヒー、ちくわ、味噌、菓子
11 月 27 日 水 333 200 125 658 「衣服」は母のエプロン
11 月 30 日 木 311 150 461 「食品」はコーヒー、菓子
12 月   1 日 日 730 40 770 「食品」はジャム、パン、うどん、菓子
12 月   2 日 月 216 280 180 150 30 856 「食品」はコーヒー、佃煮、菓子。「衣服」は母のモンペ
12 月   4 日 水 420 420 「食品」は菓子、コーヒー
12 月   5 日 木 135 135 280 550 1,100 「食品」はリンゴ、コーヒー、佃煮、菓子、うどん。「その他」は募金
12 月   6 日 金 230 70 85 385 「食品」は菓子
12 月   8 日 日 285 195 1,630 160 2,270 「昼食」285 円は食堂にて（妻と子供 3 人）
12 月 10 日 火 740 70 810 「食品」は生姜、味の素、昆布、ジャム、パン、菓子、うどん
12 月 11 日 水 521 220 25 766 「食品」は魚、菓子、麩、片栗粉。「その他」220 円は妻の医療費（歯医者）
12 月 13 日 金 474 315 40 829 「食品」は缶詰、鱈、うどん、菓子。「雑貨」のうち 200 円はクリスマスプレゼント
12 月 19 日 木 600 130 150 150 1,030 「食品」はケーキ、麹味噌、菓子、おかず
12 月 20 日 金 380 10 215 500 1,105 「食品」はリンゴ、菓子。「その他」500 円は医療費（歯医者）
12 月 25 日 水 515 200 215 700 1,630 「食品」は昆布、リンゴ、缶詰、菓子。「その他」700 円は妻のパーマ代
12 月 27 日 金 985 350 210 1,545 「食品」は出汁ジャコ、片栗粉、高野豆腐、菓子
12 月 28 日 土 1,085 350 185 1,620 「食品」はリンゴ、昆布、出汁ジャコ、菓子。「雑貨」は皿 10 枚
12 月 29 日 日 925 355 140 20 120 1,560 「食品」はコンニャク、砂糖、片栗粉、佃煮、菓子。「雑貨」は手袋、タワシ
合計 10,810 1,420 3,160 285 2,255 6,279 2,910 1,340 28,459
平均 470 355 263 285 150 1,565 323 134 1,138
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妻は一日長畑で杉原刈り、母は保健所のレントゲンや血圧を見てもらう（8 月 28 日（水曜）・夫）



























こうした家族内分業を 1963 年という時代背景に文脈づけるとき、1960 年代が「産業化に対応
した勤労意欲に裏付けられ、物価上昇を上回る率で収入の規模拡大が進んだ時代」［倉敷 2013: 








ば事例 3 で示した通り、夫は出稼ぎから帰ってから 3 ヶ月間、毎週決まった曜日に福井市街に出
かけて保険金を受給し、その足で買い物を行って「ラーメン」や「バナナ」「ソーセージ」を購

































































































2012 年現在の味見河内地区においても、焼畑は 5 世帯ほどが実施している。
（4） 旧上味見村役場文書「地租名寄帳」福井市美山総合支所蔵。当時の味見河内地区では「（水田）
3 反持ってる家は大きな顔してた」と言われ、A 家の所有耕地面積はごく平均的であった。
（5） 1950 年代、家の光協会は農協と協力して家計簿記帳運動を推進した［西川 2009: 251］。
（6） 1947 年の施行当時は「6 ヶ月出稼ぎ→ 6 ヶ月受給」であったが、1955 年には「6 ヶ月出稼ぎ
→ 3 ヶ月受給」に制度が変更され、本論文の事例もこの時期に該当する。さらに 1960 年代後半
には出稼ぎから帰還して就労せずとも保険金を受給する農業者へのバッシングが世間で強まり、
1975 年に失業保険制度は廃止された［加瀬 2011］。
（7） 総務省統計局の web サイト http://www.stat.go.jp/data/chouki/20.htm より「20-4-a 農家の年間家計
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収支―全国（大正 10 年度～昭和 51 年度）」（2013 年 6 月 28 日最終閲覧）。
文献
今里悟之　2010「実践の民俗学の傍らで」『日本民俗学』261
岩本通弥　1998「「民俗」を対象とするから民俗学なのか―なぜ民俗学は「近代」を扱えなくなって
しまったのか」『日本民俗学』215
加瀬和俊　2011「出稼ぎ農民像の変貌―季節労働者失業保険金問題を手がかりに」『国立歴史民俗博
物館研究報告』171
門田岳久　2010「消費／消費社会から捉えなおす日常への視角―人・物・商品の社会的プロセス」『日
本民俗学』262
門田岳久　2011「生の全体的記述は可能か―空間・文脈・民族誌」『現代民俗学研究』3
門田岳久　2013『巡礼ツーリズムの民族誌―消費される宗教経験』森話社
倉敷伸子　2013「消費社会のなかの家族再編」安田常雄編『社会を消費する人びと（シリーズ戦後
日本社会の歴史 2）』岩波書店
小島孝夫　2001「複合生業論を越えて」『日本民俗学』227
杉本　寿　1953「河内蕪―大野郡上味見村こうち聚落」『若越民俗』14
塚原伸治　2010「経営戦略としての「伝統」―地方都市小売業における伝統的商慣行の選択」『現代
民俗学研究』2
玉井道敏　2010「焼畑と赤カブ―福井県美山町河内の焼畑による赤カブ栽培体験録」『農耕の技術と
文化』27
永江雅和　2011「高度経済成長期農家の家計分析―茨城県県南部 3 町歩農家村松家の事例」『国立歴
史民俗博物館研究報告』171
中野　泰　2010「民俗学における「漁業民俗」の研究動向とその課題」『神奈川大学国際常民文化研
究機構年報 』1
西川祐子　2009『日記をつづるということ―国民教育装置とその逸脱』吉川弘文館
野本寛一　1984『焼畑民俗文化論』雄山閣
早川孝太郎　1973（1950）「佐々木家の「積歳簿」」『早川孝太郎全集 7』未来社
原山浩介　2013「戦時から戦後へ」安田常雄編『社会を消費する人びと―大衆消費社会の編成と変
容（シリーズ戦後日本社会の歴史 2）』岩波書店
松田睦彦　2010『人の移動の民俗学―タビ〈旅〉から見る生業と故郷』慶友社
安室　知　2012『日本民俗生業論』慶友社
矢野敬一　2007『「家庭の味」の戦後民俗誌―主婦と団欒の時代』青弓社
湯川洋司　2011「高度経済成長と山村生活の変化」『国立歴史民俗博物館研究報告』171
和歌森太郎編　1976『経済伝承（日本民俗学講座 1）』朝倉書店
渡部圭一　2007「農家の商才―狭山茶の高度経済成長、その持続と生成」『史境』54
渡部圭一　2013「民俗学の一九八〇年代と「都市」概念」『口承文芸研究』36
